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1７:３0~2０:３0 会場：⾕中の家第４回 ８⽉４⽇(⼟) (開場17:00)

ＷＨＯとＩＡＥＡ 放射能汚染を巡って真実はどこに？

17:30~ ｢真実はどこに？｣上映
18:30~ ゲスト・トーク｢⼦どもたちの未来のために、私たちは何が
できるか？｣－－この映画の⽇本語版制作に携わったグループ「りん
ご野」の岩城知⼦さんを迎え、映画の背景とともに、福島原発周辺
地域や放射能汚染度が⾼い地域での⽣活を余儀なくされている⼦ど
もたちにりんごを送っている「りんご野」の活動についてお話をう
かがいます （りんご野HP ）。 http://ringono.com/news/
19:00~20:30 交流カフェ
【参加費】300円 （交流カフェ参加の⽅は飲⾷代として別途

【 】 （ ）300〜500円のカンパをお願いします) 定員 30⼈ 要予約
【お申込み⽅法】以下のいずれかの⽅法で予約をしてください。
併せて、交流カフェ参加の有無をお知らせください。

https://ssl.kokucheese.com/event /■HPのフォームから
電話 ０９０-１２６５-００９７（植松） メーentry/45946/ ■ ■

ル uematsu@kkd.biglobe.ne.jp
※キャンセルの場合はご連絡をお願いいたします。

＋交流カフェ
〜映画で⾒る・知る・感じる原発〜

つ き い ち

内部被曝なんてない…？ これは
！⽇本で今起こっていることの縮図だ

２００１年、ＷＨＯ（世界保健機関）とＩＡＥＡ
(国際原⼦⼒機関）が共同で開催したキエ
フ国際会議の模様を⽣々しく伝える貴重
な記録を、ベラルーシの医療施設の⼦ど
もたちなどの映像を交えてまとめた貴重
なドキュメンタリー。内部被曝の実態や

、その証拠がどんなふうに隠されてきたか
臨場感いっぱいに伝わってきます。
（ウラディミール・チェルトコフ監督／フェルダ
・フィルム、スイス2004年、51分）

｢月1原発映画祭｣は毎月第１土曜日に原発に関する映画上映と交流の場を提供しています

主催 地域から未来をつくる・ひがし広場 ホームページ http://www.jtgt.info/■

メトロ千代⽥線千駄⽊・JR⽇暮⾥・JR⻄⽇
暮⾥下⾞徒歩７分。よみせ通り、 延命地
蔵を東へ⼊る、２筋⽬を南へ⼊って東側
(台東区⾕中3-17-11)


